
第１学年２組 道徳科学習指導案 

                      日時：令和 4年 12月 9日（金）  第 2校時 

場所：1年２組教室 

 

授業テーマ 

親切にされた時の登場人物の心情の変化について考えていくことを通して、親切にす

ることのよさに気付き、身近な人たちに温かい心で接し、親切にしようとする心情を育

てる授業。 

 

１．主題名・教材名 やさしい こころ（B-6 親切 思いやり）「はしの うえの おおかみ」 

 

２．主題のねらい 他者が喜べば自分もうれしくなる心が思いやりのもとであることが分かり、思いや

りの心をもって生活しようとする。 

 

３．主題設定の理由 

本指導内容は、よりよい人間関係を築く上で求められる基本姿勢として、相手に対する思いやりの心

をもち親切にすることに関するものである。低学年の子どもたちは、小学校生活が始まることで、家族

だけでなく家の周りの人や学校の人々、友達などとのかかわりが増えてくる。発達特性から自分中心の

考え方をすることが多いが、相手の考えや気持ちに気付くこともできるようになる。そこで、さまざま

な人々とのかかわりの中から、相手の考えや気持ちに気付き、優しく接することができるようになるこ

とが求められる。また、自ら親切な行為ができるようになることが大切である。子どもがさまざまな

人々とかかわり合って生活していく中で、相手の立場を考えたり気持ちを思いやったりすることを通

して、思いやりや親切な行為の意義を実感し、誰に対しても温かい心で接することができるように指導

していく必要がある。 

本学級の児童は、さまざまな行事や学習に友達と取り組み、楽しく学校生活を送っている。１学期の

国語科の「はをへをつかおう」の学習では、「は・を・へ」を使い文章を作る課題につまずいている子

に親切に声をかけている児童がいた。教師が賞賛すると、児童がお互いに声をかけ助け合うよさを感じ

られるようになり、問題に対し悩んでいる友達に寄り添い「こうやるんだよ。」と親切に教え協力して

楽しく学習に取り組んでいた。 日常生活では、休み時間の会話や授業中の話合いを通して、児童同士

の距離感が縮まり交友関係を深めている。友達が困っている時には、「どうしたの？」と声をかけ寄り

添う姿が見られ、友達への思いやりの気持ちをもちはじめている。その一方で、友達に対して強い言動

をしてしまったり、自分勝手な言動をしてしまったりする児童がいる。当番の仕事では、自分の仕事に

進んで活動する児童もいるが、別のことに夢中になり、忘れる児童もいた。その児童に対して強い言葉

で伝えてしまうといった実態がある。 そこで、自分のことだけを考えるのではなく、相手の気持ちを

考えて、思いやりのある行動を受けたときの嬉しさを感じられるようにしていく。そして、親切にする

ことのよさや嬉しさを感じながら、どんな人に対しても親切に思いやりのある行為をしようとする心

情を育んでいきたい。 

本教材は、主人公のおおかみが、一本橋で出会ったうさぎ、きつね、たぬきたちを相手に面白がって

意地悪を続けるが、くまの思いやりのある優しい心に触れ、これまでの弱い者に対して卑下する心、自

己を誇示しようとする心から生まれた意地悪な自分の行動を振り返る。そして、うさぎに対して、くま

と同様の親切な行動をするようになるという内容である。くまの親切な行動に心を打たれ、自分もうさ

ぎたちに温かい心で接するようになったおおかみの心情の変化について話し合うことを通して、思い

やりの心で接することでお互いが嬉しい気持ちになることに気づかせたり、身近な人にさらに親切に

しようとする意欲を持たせたりするのに適した教材である。 

指導にあたっては、動物たちに意地悪をするおおかみと、くまに親切にされたおおかみの心情を比べ

ることから、「親切にすることのよさ」に気づかせ、親切にしようとする心を育みたい。そのために、

板書では、矢印や吹き出しを使って登場人物の心情を視覚的に読み取れるようにし、お話の最初と最後

でのおおかみの気持ちの変化に注目することができるようにする。また、役割演技を取り入れたり、教

材の絵を動かしたり貼ったりしながら教材を読み進めていったりすることで、児童が最後まで教材に

興味を持って親切について考えることができるようにする。 

４．指導計画 

（１） 事前指導…親切から思い浮かぶ言葉をあつめることで、意識付けを図っておく。 

（２） 本  時…教材をもとに、「親切、思いやり」の道徳的価値の大切さについて考え、多角的に理 

解する。 

（３） 事後指導…帰りの会のありがとう発表で、見つけた親切やされた親切を称賛し、道徳的実践意欲 

        と態度を育む。 

 

 



５．板書計画 

                   はしのうえのおおかみ 

              とい どうしてしんせつにするのかな。 

  

   場面絵        ⑤        ⑥           ⑧ 

    ①    ②            

  

    ③    ④ 

 

  

          ⑦ 

 

６．授業テーマに迫るための手立て 

（１）役割演技を通して、おおかみの心情の変化について、多様な考えを引き出すことができるようにす  

   る。                                   （手立て１） 

（２）ワークシートや学級写真などを活用して、自分事としてとらえさせることができるようにする。  

                                        （手立て２） 

７．学習過程 

段階 学習内容・活動 時間 〇指導上の留意点 ※手立て ◆評価 

気 

付 

く 

１ 親切とは何かを考え、本時の問いをつか

む。 

 

5 ○事前に、親切というテーマから思い浮かぶ言葉を

集めておくことで、子どもたちに親切という言葉

の意味や行動を意識づけることができるように

する。 

○親切は大切なのか、必ず親切にしなくてはならな

いのかを問うことで、本時の問いにつなげる。 

見 

つ 

め 

る 
 
 

伝 

え 

合 
う 

２ 「はしのうえのおおかみ」を読み話し合う。 

（１）「はしのうえのおおかみ」の前半の話を

聞き、おおかみと他の動物たちの心情をつ

かむ。 

 ・いじわる   ・いじめて楽しい 

 ・ひどい    ・いばってる 

（２）資料「はしのうえのおおかみ」のなかば

の話を聞き、くまの行動から、おおかみの

心の変化を話し合う。 

 ・うれしい ・やさしいな  ・反省した 

 ・いじわるされると思った 

 ・うさぎにもしてあげたいな 

 

 

 

 

（３）次の日、うさぎに会ったおおかみはどう

したかを予想する。資料「はしのうえのお

おかみ」の後半の話を聞き、おおかみとう

さぎの気持ちを考える。 

 ・いい気持ち     ・うれしいな 

 ・すっきり      ・ありがとう 
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10 

 

○登場人物を確認するためにペープサートを活用   

 することで、話の内容をつかみやすくする。 

○児童が発言した登場人物の思いや行動を矢印や 

 吹き出しを使って板書に整理することで、話の内  

 容や登場人物の心情を全体で共有することがで 

 きるようにする。 

○おおかみとくまの行動について役割演技を取り 

 入れることで、おおかみの心情の変化についての  

 多様な考えを引き出すことができるようにする。 

                 （手立て１） 

○見ていた子どもたちに「なんと言ったか」、演技 

 をした子どもに「どんな気持ちでそう言ったの 

 か」を問うことで、演技をした子どもだけなく、 

 全員が考えることのできる場面をつくる。 

○全体で話し合う活動を取り入れることで、くまの 

 思いやりの心に触れたことによって、おおかみが 

 くまの親切に気づき心が動いたことをおさえる。 

○うさぎを通してあげたとき、どうして前よりもず 

 っといい気持ちになったのかを問うことで、相手 

 を思いやる気持ちがあることに気付かせる。 

振 

り 

返 

る 

３ ワークシートにより、親切について自分の 

生活を振り返り、これからに生かせることを 

考える。 

 ・保健室につれていってあげたい 

 ・困っているときに助けてあげたい 

 ・お手伝いをしたい 

  

15 ○日常生活の親切につながる写真を提示すること

で、教材と子どもの経験をつなぐことができるよ

うにする。また、なかなか振り返ることのできな

い子どもには、いいこと貯金を紹介したり、さら

に日常生活の場面を写真で紹介したりすること

で、これまでの自分を振り返ることができるよう

にする。（手立て２） 

◆相手が喜ぶと自分も嬉しいという思いやりの心

から、親切にすることが分かる。（発言・ワーク

シート） 

とい どうしてしんせつにするのかな 

       
  

◎ずっとずっとくまの後ろ姿を見ていた 

おおかみは、どんなことを考えていたかな。 



  

   

 

  

○ふいままでは 

わかったこと 

これからは                      

＋
行
く 

－
行
か
な
い 

第２学年２組 道徳科学習指導案 

日時：令和４年１１月１７日（木）  第５校時 

場所：２年２組教室 

 

授業テーマ 
思考ツールを活用した話し合いを通して、多面的・多角的に考えさせ、相手のことを考え

て進んで親切にしようとする心情を育てる授業。 

１．主題名（価値）教材名 思いやりの心で（B-7 親切，思いやり）「ぐみの木と小鳥」（光文書院） 

 

２．主題のねらい 困っている人を思いやり、相手のことを考えて、親切にしようとする心情を育てる。 

  

３．主題設定の理由 

思いやりとは、相手の気持ちや立場を自分のことに置き換えて推し量り、相手に対してよかれと思う気持

ちを相手に向けることである。低学年の児童は、小学校生活が始まることで、家族だけでなく家の周りの人

や学校の人々、友達などとの関わりが増えてくる。発達特性から自分中心の考え方をすることが多いが、相

手の考えや気持ちに気付くこともできるようになる。そこで、様々な人々との関わりの中から、相手の考え

や気持ちに気付き、優しく接することができるようになることが求められる。しかし、相手の立場や状況に

よっては自分の気持ちを優先してしまい、親切にできないこともある。だからこそ、相手の気持ちを考えて

親切にできた時や、そうしたくてもできなかった時の気持ち、また親切にされた時の気持ちを考えることで、

相手の気持ちを考えて親切にできる大切さに気付いていく。 

本学級の児童は、学習や生活の中で，友達が困っていたら声をかけ、助けようとする姿が増えてきた。係

り活動や当番活動、集会活動を通して、友達と声を掛け合い、思いやりをもって取り組むことができるよう

になってきた。一方で親切にしてあげたいという気持ちはあっても、休み時間に外で遊びたい時などには、

自分の興味・関心を優先させてしまい、困っている友達に対し、見て見ぬふりをしたり、自分と関わりが少

ない人に対しては無関心になったりする姿も見られる。そこで、相手のことを考えながら温かい気持ちで接

したり、親切にしたりすることの大切さについて、具体的に考えさせていく必要がある。そして、なかなか

実行に移せない児童には、相手の喜びを自分の喜びとして受け入れ、実感できるような指導をしていく必要

がある。 

本教材は、りすを心配するぐみの木や、ぐみの実を届ける小鳥の姿から、相手を思いやる温かい心に触れ

ることを通して、ねらいに迫るものである、この教材は、激しい嵐を前に葛藤しながらも、目の前にはいな

いりすの気持ちを推し量り、嵐の中を飛んでいく小鳥の姿を中心にして、相手のことを考える強い思いやり

の気持ちを感じ取らせることができる。「りすを心配し思いやるぐみの木」と「りすだけでなく、動けない

ぐみの木のことも思いやって大切にする小鳥」「ぐみの木の思いやりと小鳥の親切な行動に感謝するりす」

の三者の立場を押さえながら、親切にすることの意義について考えさせることができる教材である。 

指導にあたっては、なぜしなくてもいいのに親切にするのだろうと問うことで、当たり前に考えていた親

切について疑問を持たせ、価値の方向付けを図る。中心発問では、嵐の中、りすのところへぐみの実を持っ

て向かった小鳥と、それを受け取ったりすの役割演技を取り入れ、登場人物の気持ちを色で表しながら、複

雑な気持ちを捉えさせたい。また、揺さぶりや切り返しの発問をすることで、より多様な考えを引き出し、

親切にする側とされる側の両面から考えを深めることができるようにしていく。終末では、親切について分

かったことをマッピングに付け足し、「今までは」「わかったこと」「これからは」の３つの視点についてワ

ークシートに記入させ、親切について振り返れるようにしていきたい。 

 

４．指導計画 

（４） 事前指導…親切ポストやありがとうの木を活用し、日常生活の中から意識付けを図っていく。 

（５） 本  時…教材をもとに、「親切、思いやり」の道徳的価値の大切さについて考え、多面的・多角的に    

         理解させる 

（３） 事後指導…日々の生活において、親切ポストを活用し、見つけた親切やされた親切を賞賛し、道徳的

実践意欲と態度を育む。 

５．板書計画 

 

 

 

親切 

 

                           ③ 

 
         ぐみの木の              小鳥の   ①②          りすの 

           ペープサート            ぺープサート            ぺープサート 

 

 
                                しんぱい              ぐみの木のかわりに  

                    よかった              おれ 

あらし とい 親切にするって・・・ 

１６．ぐみの木と小鳥 



６．授業テーマに迫るための手立て 

（１）ハートカードの思考ツールを活用し、葛藤している気持ちを色や言葉で表現できるようにさせる。

（手立て１） 

（２）マッピングを活用し、自己を見つめ、価値への理解を深めさせる。（手立て２） 

 

７．学習過程 

段階 学習内容・活動 ◎中心発問 時間 〇指導上の留意点 ※手立て ◆評価 

気 

付 

く 

１親切とは何かを考え、本時の問いをつかむ。 

 

 

 

５ 

 

〇親切というテーマから思い浮かぶ言葉やでき

ごとを、花びらのようにどんどん書かせる。 

〇親切はよいことではあるが、義務ではなく、し

なくてもいいということも確認しながら、本時

の問いにつなげさせる。 

見 

つ 

め 

る 
 
 

伝 

え 

合 

う 

２「ぐみの木と小鳥」を読み、話し合う。 

 （１）ぐみの木、小鳥、りすの三者それぞれ

の思いやりや親切について話し合う。 

   ・ぐみの木が小鳥に実を分けた。 

・小鳥がぐみの木に代わってリスへグミ

を届けた。 

   ・小鳥は嵐の中でも何回も行った。 

    

 

 （２）地面にたたきつけられそうになりがら

も、力をふりしぼって飛び続ける小鳥の

葛藤する心の気持ちを考える。 

  

 

 

  ・りすのために  

  ・自分がやるしかない 

  ・いたい 

  ・もどろうかな 

  ・どうしよう 

  ・がんばるぞ 

 

 （３）小鳥、ぐみの木、りすのように親切に

したり、されたりした経験について話し

合う。 

  ・けがをしたときに保健室に連れて行って

くれた。 

  ・忘れ物をした時に助けてくれた。 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

○あらかじめ登場人物の確認をし、ペープサート

を活用して話の流れをつかみやすいようにす

る。 

○「親切にしている登場人物は何人いるか」「どん

な親切をしているか」という視点を意識させ

る。 

○ペープサートや動作化を取り入れて、価値につ

いて多面的・多角的に考えを深めさせる。 

 

※登場人物の気持ちをワークシートのハートカ

ードに色で表して考えることで、葛藤している

気持ちを捉えさせ、ペアで見せ合うことで多様

な考え方に触れさせる。（手立て１） 

〇りすと小鳥の役割演技を取り入れ、親切にする

側とされる側の両面から多様な考えを引き出

していく。 

○なぜそう考えたのか、それについてどう思うか

等、全体で話し合う活動を取り入れ、子どもの

発言に「別に親切にしなくてもいいのでは」「友

達じゃないのに」等切り返したり、揺さぶった

りしながら、価値への理解を深めさせる。 

 

○中々思い出せない児童のために、過去に学級の

親切ポストによせられた親切を紹介する。 

○親切についての自分の経験を、ワークシートで

振り返らせる。 

振 

り 

返 

る 

３．「親切」について振り返る。 

（１）「親切」について分かったことを、ワー

クシートのマッピングに付け足してい

く。 

 

（２）「親切」について、これまでの自分や、

自分の生活に生かせることを考え、振り

返る。 

・いままでは 

 ・わかったこと 

 ・これからは 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

〇本時の問いを再確認する。 

※マッピングや振り返りの３つの観点を使って

自己評価を可視化することで、価値の深まりを

自分で実感させ、実践意欲を高めさせる。（手だ

て２） 

 

 

 

  

とい 親切にするってどういうことかな。 

◆親切にすることのよさや大切さについて考

えを深めている（発言・ワークシート） 

◎嵐の中、どうして小鳥はリスのところま 

で飛び続けることができたのかな。 



  



 



第４学年 道徳学習指導案 

日時：令和４年6月20日（月）第３校時 
場所：4年2組教室 

 

授業テーマ 登場人物にあったことを自分に置き換えて考える学習を通して、相手の心を思いやり、
進んで親切にしようとする心情を育てることのできる授業 

 
１ 主題名   思いやりのリレー（B-7 親切、思いやり）教材「かさ」 
 
２ 主題のねらい  相手の心を思いやり、進んで親切にしようとする。 
 
３ 主題設定の理由 

中学年になると、学校生活を中心として友達同士の交流が活発になり、人との関わりも次第に増えるように
なる。その際、相手の気持ちを察したり、相手の気持ちをより深く理解したりすることができるよう、相手に
対する思いやりの心をもって接することが大切である。児童には、そのような関わりを通してよりよい人間関
係が築かれていくことに気付かせ、進んで人に親切にしようとする態度を養うことができるようにしていく。 

  本学級の児童は、係や当番ではなくても、「友達が大変そうだから」と言って自分から仕事を手伝ったり、
問題がわからず悩んでいる友達がいると、解き方を教えたりすることができる。しかし、仲のいい友達や同級
生以外の、普段あまり関わりがない人に対しては、恥ずかしがってあまり積極的になれず、思いやりや親切の
及ぶ範囲がやや限定されてしまう傾向にある。そこで、相手との関係にとらわれず、相手の立場に立って考
え、困っている人には進んで親切にしようとすることの大切さに気付かせたい。 
本教材は、「わたし」が雨に濡れて困っていたところ、知り合いのおばさんが通りがかり、傘を貸して親切に

してくれる。次の日、わたしが学校から帰ろうとすると、傘がなくて困っている下級生を見つけ、今度は自分
から傘を貸してあげたという話である。下級生に傘を貸す前、「親切」という行為の前に「相手の気持ちを思い
やる心」が働いたことに気付かせたい。「傘を貸す」という親切ができたのは、相手の状況から気持ちを想像し、
自分になにかできることはないか、考えることができたからである。また、本教材には、自分が今まで受けて
きた親切に気づかせることで、感謝の気持ちをもつことの大切さにも気付かせることができるという特徴もあ
る。 

  指導にあたっては、「自分になにかできることはないか」「自分だったらどうしてほしいか」と、相手を思い
やることの大切さについて考えさせたい。しかし、親切は、相手を思いやる心から発するものであり、相手の
気持ちを考えていない場合は本当の親切とはいえない。自分勝手な思い込みや、褒められたいがための親切は
親切といえるのかを、問い返しながら深めさせていく。 

 
４ 指導計画 
(1)事前指導・・・帰りの会に、「友達のいいところを見つけよう」を発表したり、相手のために進んで行動を起

こした児童を賞賛したりして、意識付けを図っておく。 
(2) 本時 ・・・教材をもとに、「相手のことを思いやり、進んで親切にすること」の道徳的価値の大切さにつ

いて考え、多角的に理解する。 
(3)事後指導・・・日々の生活において、道徳的実践意欲と態度を育む。 
 
5 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6 研究テーマにせまるための手立て 
【手立て１】「わたし」の心の変化について、視覚的にわかりやすいよう板書にまとめる。 
６ 研究テーマにせまるための手立て 
【手立て１】「わたし」の心の変化について、視覚的にわかりやすいよう板書にまとめる。 
【手立て２】導入を振り返り、始めに考えた「広い心」を見返して、再度その意味と大切さについて考えさせる

ために、ワークシートを使用する。 
 

                                           かさ 

           ○問親切な人とは、どういう人のことをいうのでしょう 

 

 

                   気持ちが分かる。 

 

助けてあげたい。 

 

・やさしい。 

・こまったときに助けてくれる。                    「思いやり」バトンの 

・こまっている人の気持ちを考えられる。                    リレー 

わたし 

親切な行動 

親切な人 

えりちゃん 
おばさん 

うれしい。 

・びっくり。 

・親切な人。 

・うれしい。 

・いい気持ち。 

・よろこんでくれてよかった。 

・うれしい。 



7 学習過程 

段

階 

学習活動・内容 時

間 

○指導上の留意点  ※手立て ◆評価 

気

付

く 

１ 「親切な人」について話し合う。 

 

 

５

分 

 

 

○教材を読む前に「親切な人」について考えさせ

る。 

○友達や下級生が傘を忘れて困っていたときに、自

分だったらどうするかを問いかける。 

 

 

 

見

つ

め

る 

 

 

 

 

伝

え

合

う 

２ 教科書の範読を聞き、話し合う。 

(1) 傘を貸してもらったとき、「わたし」は

どんな気持ちになったのでしょう。 

・びっくりした。 

・うれしかった。 

・親切だな。ありがとう。 

(2) かさを貸してもらう前と後では、「わた

し」の中で何が変わったのでしょうか。 

・貸してもらう前だったら、えりちゃんが気

にならなかった。 

・貸してもらった後は、相手の気持ちがわか

ったから貸せた。 

(3) なぜ、「わたし」はいい気持ちになった

のでしょう。 

・えりちゃんが喜んでくれたから。 

・えりちゃんの嬉しい気持ちがよくわかった

から。 

 

10

分 

 

 

 

10

分 

 

 

 

 

5

分 

○本時の登場人物を示し、簡単に内容を把握させ

る。 

○あまり面識がない人から親切にされるのは、当た

り前のことではないということを押さえ、「わた

し」がどんなに嬉しかったかに気付かせる。 

※「わたし」の心の変化ついて、視覚的にわかりや

すいよう板書にまとめる。（手立て１） 

○「わたし」の行動が変わったのは、自分が同じ経

験をしているからであることに気付かせる。そし

て、他人のことを自分のことのように捉えられる

ようになった心の変化にも気付かせる。 

○親切は、したほうもされたほうも、共に嬉しくな

ることに気付かせる。 

◆自分が親切にされるだけでなく、親切にすること

でも嬉しい気持ちに気付いたか。（発言、ワークシ

ート） 

 

 

 

振

り

返

る 

３ 「親切な人」について考えたことを振り

返る。 

(1)「親切な人」とはどのような人だと思い

ますか。 

・困っている人の気持ちを考えられる人。 

・相手が何をしてほしいのかを考えて行動で

きる人。 

(2)目の前に困っている人がいたとき、自分

だったらどうしますか。 

 

 

15

分 

○相手のことを尊重し「広い心」で受け入れること

によって、お互いにどのような関係が築けるかを

考え、相手の立場に立って考えることの大切さに

気付くことができるようにする。 

○目の前に困っている人がいたときに、どう行動す

るか、自分に置き換えて考えることができるよう

にする。 

※導入を振り返り、始めに考えた「親切な人」を見

返して、再度その意味と大切さについて考えさせ

る。（手立て２） 

◆相手の心を思いやり、進んで親切にしようとして

いる。（発言、ワークシート） 

 

  

○問「親切な人」とは、どんなひとのこと

かな。 

 



第５学年２組 道徳科学習指導案 

日時：令和４年７月１２日（火）  第５校時 

場所：５年２組教室 

 

授業テーマ 
主題の多角的な把握と価値を深める振り返り活動を通して、様々な立場の気持ちを多面

的に考えさせ、だれに対しても親切にしようとする心情を育てる授業 

 

１．主題名・教材名 親切を生むもの（B-26 親切 思いやり）「藤井駅のホームでのできごと」 

 

２．主題のねらい 人には、困っている人を見ると放っておけない心があることが分かり、だれに対し 

ても思いやりの心をもって接しようとする。 

 

３，主題設定の理由 

思いやりは、「自分はあのとき苦しかったから相手もきっと苦しいだろう」など、自分の経験と照ら

して相手のことを自分のことのように感じ、相手を思いやることである。相手のことを自分のことのよ

うに考えるからこそ、その思いが伝わった相手は喜びを感じ、またその姿を見て自分も喜びを感じるの

である。このような心の理解を深めることで、人を思いやる心のすばらしさに感動し、その心をもとに

自分も行動しようとする意欲を高めることができる。 

本学級の児童は、困っている友達のために気づいたことを進んで行動に移したり、やるべきことを行

うためにお互いに声を掛け合ったりすることができる児童が多い。しかし、どの場面でも、誰に対して

も親切心を発揮して行動できるわけではなく、「親切」の範囲が限定的だったり、周囲の雰囲気に流さ

れて気づいていても実行できなかったりすることも多く見受けられる。また、親切な行動はできても、

親切な行為をすることの良さまで、意識して行動している児童は少ない。そこで、だれに対しても思い

やりの心をもって行動しようとする心を育むことが重要である。そのためには、困っている人を見ると

放っておけない心の存在に気づき、その心が自分の中にもあること、「親切」が相手の喜びだけでなく

自分の喜びにもつながることを知ることが大切である。 

本教材は、駅のホームで電車を待っていた「わたし」が、向かい側のホームに困った様子のおばあさ

んがいることに気づき、何とかしたいと母に相談し、おばあさんに声をかけるという話である。「わた

し」は、感謝の言葉を述べて去っていくおばあさんの後ろ姿を見ながら胸がふくらむような思いを抱

く。「わたし」や母の行為の端々から、おばあさんのことを自分のことのように考え、おばあさんが喜

ぶ姿を見て自分もうれしく感じていることが伝わってくる。人には「困っている人を見ると放っておけ

ない心」があることに気づくことができる教材である。 

指導にあたっては、困っている人に対する周囲の人々の立場や思いについて、多面的・多角的に考え

させるようにする。様々な立場がある中で、「わたし」は困っているおばあさんに気づき、母に相談し、

二人はおばあさんに声をかけた、という部分に着目させる。二人の「親切」な行動があったからこそ、

おばあさんの喜びが生まれ、さらに母にも「わたし」にも喜びが生まれているのである。さらに、「わ

たし」が最後に抱いた思いに着目させ、親切な行為を生む、相手を放っておけない心について考えを深

めていきたい。 

 

４．指導計画 

（６） 事前指導…アンケート「①身近な人が困っていたら親切にするか」「②見知らぬ人が困っていた 

ら親切にするか」を実施し、「親切・思いやり」についての意識付けを図っておく。 

（７） 本  時…教材をもとに、「親切、思いやり」の道徳的価値の大切さについて考え、多角的に理 

解する。 

（８） 事後指導…再度アンケートを実施し、学級内へフィードバックする。日々の生活において、道徳 

的実践意欲と態度を育む。 

 

５．板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤井駅のホームでのできごと 

とい 「親切」はどのような心から生まれるのだろう。 

 

絵 

絵 

おばあさんに気づく。    声をかける。 

 

きづいていても 

声をかけられない。 

 

・自分のことで 

 せいいっぱい。 

・はずかしい。 

 

・すっきりしない。 

・いい気持ちでは 

 ない。 

 

助けなければいけない。 

こまっている人を放っておけない。 

おばあさんの力になりたい。 

【むねがふくらむ思い】 

声をかけてよかった。 

ちからになれてうれしかった。 

気持ちがいい。 



 

 

 

６．授業テーマに迫るための手立て 

（１）主題を多面的・多角的なものの見方でとらえさせる ICT 活用と発問の工夫（手立て１） 

（２）価値の深まりや意欲の継続、自己肯定感を高めるための「振り返り」の設定（手立て２） 

 

７．学習過程 

段階 学習内容・活動 時間 〇指導上の留意点 ※手立て ◆評価 

気 

付 

く 

１．「見知らぬ人が困っていたら親切にするか」

について話し合い、本時の問いを知る。 

親切にしない 

・知らない人だから。 

・どんな人か分からなくてこわい。 

→見知らぬ人でも親切にする人もいる。 

→なぜ「親切にしよう」と思えるのだろう。 

 

 

 

5 〇事前にロイロノートによるアンケート「①身近な

人が困っていたら親切にするか」「②見知らぬ人

が困っていたら親切にするか」を実施する。 

〇アンケート結果をグラフで提示し、見知らぬ人に

対しては「親切にする」行動をとる人が少ないこ

とを押さえ、本時の問いにつなげる。 

※学級の意見を可視化することで、本時の主題を多

面的・多角的なものの見方でとらえさせる。（手

立て１） 

見 

つ 

め 

る 
 
 

伝 

え 

合 

う 

２．資料「藤井駅のホームでのできごと」を読

み、困っている相手を見ると放っておけな

い心について考える。 

(1)困っている人に気づいたけれど、親切に

しなかった人の理由と気持ちを話し合う。 

・自分のことで精一杯だった。 

・気づいても、恥ずかしくてできなかった。 

・親切にしている時間が無かった。 

 

(2)「わたし」やお母さんが、おばあさんに親

切にした理由と気持ちを話し合う。 

・おばあさんが困っていたから、力になりた

いと思った。 

・困っている人を放っておけない。 

・相手の気持ちを考えて行動した。 

 

(3)「わたし」の喜びが生まれた理由を話し合

う。 

・おばあさんに声をかけてよかった。 

・相手が喜んでいると、自分もうれしい。 

・感謝されると、気持ちがいい。 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

〇気づいていない人、気づいても行動できなかった

人がいたことを挙げ、それぞれの人の立場にも、

理由や思いがあることを押さえる。 

〇「親切にしない」場合、その後どんな気持ちにな

るかを考えさせる。 

 

〇「わたし」やお母さんの、相手を思いやる心と行

為を分けて板書し、困っている人を放っておけな

い心が「わたし」にもお母さんにもあったことが

分かるようにする。 

 

 

 

〇おばあさんの様子を見た後の「わたし」の気持ち

に焦点を当て、「わたし」の喜びがおばあさんの

喜びから生まれていることに気づけるようにす

る。 

 

 

 

 

振 

り 

返 

る 

３．「親切」について振り返る。 

 (1) 「親切」はどのような心から生まれるの

か考え、全体で確認する。 

 

 

(2)本時の学びから、自分の生活に活かせる

ことを考え、振り返る。 

 

 

４．教師の説話を聞く。 

 ・親切とおせっかいについて 

 

 

3 

 

 

 

5 

 

 

 

2 

 

〇本時の問いを再確認する。 

〇本時の板書を全体で確認し、主題に迫るためのキ

ーワードを全体で押さえる。 

 

 

※自らの生活に活かす手立てを考えることを通し

て、実践意欲、自己肯定感を高めることにつなげ

る。（手立て２） 

 

「親切」はどのような心から生まれるのだろう。 

◆困っている人を見ると放っておけない心に共

感できたか。（発言・ワークシート） 

◆困っている人を放っておけない心をもとに、

思いやりの心をもって行動しようとしている

か。（発言・ワークシート） 



第６学年２組 道徳科学習指導案 

日時：令和４年９月１２日（月）  第２校時 

場所：６年２組教室 

 

授業テーマ 
問題解決的な学習を通して、様々な状況や立場を想定し、多面的・多角的に考えさせ

ることにより、「相手を思う親切」をしていこうとする心情を育てる授業 

 

１．主題名・教材名 相手を思う、とうとい心（B-7 親切 思いやり）「最後のひと葉」 

 
２，主題のねらい 親切な行為は、人のことを自分のことのように大切に思う心から生まれることが分
かり、自分にできる精一杯のことをしようとする。 

３，主題設定の理由 

思いやりは目には見えないが、思いやりのある行為は人の心を温かくする。相手の立場に立ち、喜び

や楽しみだけではなく悲しみや苦しみも共に分かち合い、相手を知れば知るほど、相手のために何か自

分ができることをしたい、何かをせずにはいられない思いがわいてくる。そのような思いが生み出した

行為は、人の心を動かしたり、前向きに生きようとする原動力になったりすることもある。このような

行為を生んだ心の理解を深めることで、その心のすばらしさに感動し、その心をもとによりよく生きよ

うとする意欲を高めることができる。 

本学級の児童は、１年生の面倒を見たり、係や当番の仕事を手伝ったりなど、親切な行為を自発的に

行える児童が多い。しかし、自分は良かれと思ってした行為が、相手にとっては嫌だったなど、よく考

えずに行動してしまうことが原因で起きる小さなトラブルも時折発生する。また、人数が多いため、

「思い」はあっても、それを「行為」として表現せずに人任せにしてしまったり、考えることをせずに

場の雰囲気や状況に流されてしまったりする児童も見受けられる。そのため、まずは、A さんにとって

良いことと、立場が異なる B さんにとって良いことは違うし、衝突してしまう可能性があるというこ

とを理解した上で、自分を中心とした在り方、考え方から脱却し、様々な視点からものを考えることが

できるようになることが大切である。この「様々な視点」とは、「多様な立場に立って、多様な場合を

想定する」ということである。 

本教材は、病気で生きる気力をなくしているジョンジーのために、ベアマンという老人が自分の命を

懸けて助けようとした話である。一見すると、ジョンジーが助かったことを喜ぶハッピーエンドの話に

思うが、見方を変えると一人を助けるために別の一人が死んでいるというバッドエンドの話にも捉え

ることができる。ジョンジーのことを心から心配し、自分にできる精一杯のことをしようとしたベアマ

ンの思いや行為に焦点が当てられがちであるが、同じ部屋に住んでいたスウや、助けられたジョンジー

の立場に立って考えると、果たして良いことだったのか、もっと他にできることはなかったのだろう

か。また、例えば、もし物語中でベアマンとジョンジーが逆（つまり老人のために若き画家が死ぬ）だ

ったら、どういう印象になるのだろうか。視野を広げて考えると様々な考え方ができる教材である。 

指導にあたっては、ジョンジーの人物像を全体で考えた後、スウやベアマンの立場に立って、「この

状況の中で自分だったらどうするか（自分にできること）」をまずは一人でじっくり考えさせる。そし

て、小グループで話し合うことによって多様な考え方に触れさせる。クラス全体でも確認した後、再

度、自分には何ができるかを考え、自身の変容を感じとらせる。このような問題解決的な学習を通し

て、多面的・多角的に考えさせることにより、独りよがりの「親切」ではなく、様々な状況や立場を想

定しながら、「相手を思う親切」を心掛けていきたいという思いを高めさせたい。 

 
４．指導計画 
（９） 事前指導…アンケートを実施し、「親切・思いやり」についての意識付けを図っておく。 
（１０） 本  時…教材をもとに、「親切、思いやり」の道徳的価値の大切さについて考え、多

面的・多角  
的に理解する。 

（１１） 事後指導…日々の生活において、道徳的実践意欲と態度を育む。 

 

５，板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後のひと葉 

問い 「 相手を思う 親切 」とは何だろう。 

 

絵 

(スウ) 
絵 

(ベアマン) 

「よく考えて、行動すること」 

・その中で 1 番いいなと 

思ったことをする 

・自分にできることをする 

・いろんな立場で考えて 

・それぞれの状況をみて 

・相手の気持ちを想像して 

絵 

(ジョンジー) 

葉の絵をかくことを教えておく 
自分の思いをジョンジーに伝えてほしい 

ジョンジーのことを話さない 

心配をかけたくない 

自分の健康にも気を
つかって絵をかく 

自分が死んで 
しまったら悲しむ 

から 

そっと見守る 

よけいあせらせて 
しまうから 



６．授業テーマに迫るための手だて 

（１）多様な価値に触れ、探究できる話し合いの場の設定（手立て１） 

（２）児童自身が変容を感じとれるようなワークシート作成の工夫（手立て２） 

 

７，学習過程 

段階 学習内容・活動 時間 〇指導上の留意点 ※手立て ◆評価 

気 

付 

く 

１．親切には、様々な状況の中で、いろいろな

見方や考え方の親切があるということにつ

いて話し合い、本時の問いを知る。  

 

 

 

5 〇 事前に「①親切とはどういうことか」「②自分

が親切にしてあげた経験」「③なぜ親切にしたの

か」の３項目でアンケートを実施する。 

〇 アンケート結果（情報が多くなりすぎないよう

に②のみ）をいくつか提示し、必要に応じて指名

し理由などを聞きながら、一言で親切な行動とい

っても、いろいろな見方の親切があること押さ

え、本時の問いにつなげる。 

見 

つ 

め 

る 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝 

え 
合 
う 

２．資料「最後のひと葉」の内容を確認し、登

場人物の行動について、他の見方や考え方

はできないか、自分だったらどうするかを

考える。 

(1) ジョンジーの立場になり、思いや考え

を想像する。 

・ もう治らないと分かり、生きる気力をなくし

てしまっているのではないかな。 

・ きっと、心配をかけたくなかったから、そっ

けない態度をとっていたのではないかな。 

 

 

 

(2) もし、この状況の中で自分がスウまた

はベアマンだったら、何ができるか（何を

したいか）をワークシートの選択肢から選

び、理由も書く。その後、小グループでそ

れぞれ選択肢のメリット・デメリットを話

し合い、一番いいなと思う行動を決める。 

・ 自分がスウだったら、ベアマンに話す前に、ジ

ョンジーの悩みを聞いてあげる。 

・ 自分がベアマンだったら、自分が死んだ後に

２人が悲しまないように、手紙も書く。 

・ 死んでしまったら、残された２人が罪悪感を

背負ったまま生きていかなければならないよ。 

 

 

 

(3) クラス全体で考えを共有し、もう一度、

自分が選んだ選択肢とその理由をワーク

シートに書く。 

・ 友達の考えを聞いてやっぱり…。 

・ 最初と選択肢は変わらないけど…。 

 
 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

○ 長文の物語であるため、予め児童に読んで内容

を理解させておく。登場人物の人物像や関係性を

児童に確認しながら３人の挿し絵を黒板にはる。 

 

○ 子供からのつぶやきを基に、簡単にまとめる。 

 

〇 教師がいくつかの選択肢をワークシートに予

め用意し、その中から１つ選ばせる。選択肢にな

いような親切を考えられる児童については、「そ

の他」という選択肢も用意し、自由に書かせる。 

○ グループでの話し合いでは、予め進行役を決め

ておき、発言が特定の児童に偏らないよう留意す

る。また、もし時間が余ったら他の立場について

も話し合わせるようにする。 

〇 まずは教師が用意した選択肢について話し合

い、その後、もし「その他」を考えた児童がいれ

ば、その考えについても話し合わせる。 

○ 考えが行き詰まってしまったり、偏ってしまっ

たりしている場合には、新たな視点で考えること

ができるように声をかけながら様子を見て回る。 

※ 小グループで話し合わせることにより、親切に

は様々な方法があり、様々な見方や感じ方ができ

ることに気付かせる。（手立て１） 

 

 

 

 

 

○ 児童の考えが可視化できるように、矢印や写真

を用いながら板書をまとめていく。 

〇 本時の問いを再確認し、全体でまとめる。 

※ 小グループでの話し合いを通して、自分の考え

が変わったかどうかを自身で確認する。変わらな

かった児童も、しっかりと理由も踏まえて書かせ

る。（手立て２） 

振 

り 

返 

る 

３．本時の学びから、考えたことや感じたこと、

自分の生活に活かせることなどをワークシ

ートに書き、振り返る。 

・ 今までの自分だったら…。 

・ 今の自分と比べると…。 

・ 授業が終わって思うのは…。 

・ これからの自分にできるのは…。 

15 ○ 事前にとったアンケート用紙をファイルに挟

めておき、必要に応じながら自分の経験を振り返

ったり、活かせることを考えさせたりする。 

○ 振り返りの観点を示す。 

「相手を思う親切」とは何だろう。 

◆ 自分が思う「相手を思う親切」について、

友達の考えも踏まえながら考えている。 

（発言・ワークシート） 

◆ 「相手を思う親切」について理解を深め、行

動しようとしている。（発言・ワークシート） 



 


